
就業環境を改善するため 

北海道大学教職員組合に加入しましょう 

 

 新入教職員の皆さま、北海道大学へ就職おめでとうございます。北海道大学は、

北海道唯一の総合大学として重要な社会的責務を負った大学ですが、人事院勧

告に基づく賃上げの不実施や非正規研究員 10年・職員 5年雇い止め、長時間の

時間外労働、非正規職員に本来支払われるべき手当等の不支給など、さまざまな

労働問題が存在します。個人としても、理学部「追い出し部屋」問題に象徴され

る一方的な雇い止め（事実上の退職強要を含む）や各種ハラスメント、賃金カッ

トなどのトラブルに巻き込まれる可能性もあります。 

北海道大学教職員組合（北大職組）は、ほとんどすべての教職員が加入できる

労働組合で、大学本部が解決できない労使トラブルに協同して対応しています。

直近では、一部職員のベースアップを含む教職員の賃上げ、非常勤講師を対象と

した出講手当の実現、赴任旅費（引っ越し手当）の実費支給、職員宿舎居住条件

の拡充、病院研修医への期末・勤勉手当と住宅手当の未払いを大学に認めさせ今

後の支給を約束させるなどを実現しています（過去の活動内容については北大

職組のホームページをご覧下さい）。北大職組の活動資金は組合費によって賄わ

れておりますので、ぜひ組合に加入をお願いいたします。個人のトラブルももち

ろん、大学が経済原理優先で、教職員の意見を聞かなくなることを執行委員長と

して危惧しております。なにか労働に関するトラブルがありましたら、北１１条

西６丁目のテニスコート脇にある組合書記局へお越しください（秘密厳守、相談

無料）。 

労働者の立場から北海道大学の就業環境を改善する北大職組をよろしくお願

い申し上げます。 
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 1 月 31 日に 2023 年度の総長会見を行いました。 組合の出席者は清水池執行委員長と岡坂書記長

です。組合からは、 主に①組合書記局移転への協力、②労働環境の改善、③半導体工場進出・ 軍事研

究など社会と大学との関わり 、④宿舎居住者の直面する困難な現状に関する話題を提案し 、意見交換

を行いました。 以下は、 これらに対する総長の主な回答です（ 順番は実際の回答順）。  
 

●宿舎問題 

 タ スク フ ォースを設置し て対応。 居住者の

個々の状況に応じた要望については担当者に伝

える。  

●ラピダス・ 半導体研究について 

 半導体事業にはリ スクがあり 、 北大がラピダ

スと一蓮托生にならないよう にし っかり と状況

を注視。 一方で現時点では北海道にとって数少

ないチャンスが来たとも認識。 北大で半導体研

究分野の学生定員を増やす計画はあく まで 10

年の時限措置。 10年後に元に戻すのか、 それと

も他学部で増分を吸収するかは難しい調整。  

●防衛装備庁研究助成等 

 研究が軍事研究と民生研究の両面的な要素を

持つ中で、北大が扱う のはあく まで民生部分で、

さ らに研究の透明性が確保されたもの。 軍事へ

いたる出口部分は大学の外で行い、 軍事研究を

北大で行わない姿勢は今後も維持。 この姿勢は

西側諸国の大学で共通と認識。 一方で組合から

すると 、 これまで禁止されていた軍事研究の門

戸が開かれたと見えることは理解。  

●超過勤務の問題 

 年度末等に特定部局で

過重残業があることは把

握。 対策と し てはまずＤ

Ｘ 化、 そしてオンライン

の働き方をし っかり と進

めていく 。  

●地方キャンパス 

 森林技能職員の日給単

価は 40 歳頭打ちの仕組

みを平成 28 年度に改善して定年まで上昇する

よう にした。 地方キャンパスやフィ ールド 研究

は北大にとって極めて重要。 待遇改善は今後も

しっかり と努めていく 。  

●電気代高騰 

 大変頭の痛い問題。 部局が自由に使える研究

経費が昨年度も大きく 減少。 運営費交付金の

10% 近く が光熱費。 次年度における文科省支援

も不明。 予算の柔軟な運用や部局配分の仕組み

の改善で対応したい。また外部資金増加と 、土地

活用や知的財産権保有といった経営的収入の活

用を今後も継続。 また大学と して自立的な電力

供給手段の獲得も検討。  

●非正規雇用 

 雇用上限について北大は法律を遵守。 しかし

上限撤廃の要望があることは理解。 本学ルール

と して部局が予算措置すれば上限を超えた雇用

とできる仕組みは存在。 他の大学のやり方を見

ながら進めたいが、 上限を撤廃して万が一その

職員に給与を払えなく なった時の責任問題があ

る。  

●組合書記局 

 よ く 前を通るので書

記局建物の状況は理解。

し かし サステナブルキ

ャ ンパスと いう 観点か

ら は新し い建物を増築

せずに既存の建屋を統

合すると いう 方向性で、

スペース確保は困難。  

  

総長の発言は、組合の見解と異なる部分もあったものの、組合と同様の懸念を持っている部分もあり

ました。総長会見は、互いの見解を理解して議論のスタート とする機会です。今後も組合方針の実現

に向けて、 取り組みを進めていきます。              （ 執行委員長 清水池義治）
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寳金総長と 会見  

清水池委員長と寳金総長 


